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　平戸市民病院で国境を越えた地域医療支援機構企
画「第17回Summer Camp 2022 in Hirado」が
２日間にわたり開催されました。今回は「国境を越
えて地域の医療ニーズについて考える」をテーマに
県内の研修医や医師を目指す医学生、看護学科生な
ど54人が参加し、地域医療について考えました。
　この合宿では、国際救急や世界のへき地に携わる
医師４人による講演会のほか、中部地区を巡る地域
見学や熱帯医学研究所オプショナルツアーなどが行
われました。

８ 地域医療を考える

　生月町の和く話く交流館で、平戸市消防長表彰状
贈呈式が行われ、７月５日に生月町舘浦地区におい
て発生した建物火災で、迅速かつ的確な判断により
初期消火活動を行った３人に本山消防長から表彰状
や感謝状が贈られました。
　表彰状を受けたのは、商店の散水用ホースを借り
て屋内に放水し初期消火を行った小野數勝さん、感
謝状を受けたのは火災の第一発見者である大川サダ
子さんと大川さんから連絡を受けて119番通報をし
た濱本洋子さんです。

初期消火を行った３人を表彰８
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８ 多分野で連携して課題を解決

　平戸市役所で、平戸市と第一生命保険株式会社と
の包括連携協定締結式が行われました。この協定は、
第一生命保険会社からの申し出により、「健康増進」
「高齢者支援」「女性活躍推進」など７分野にわたり地
域課題の解決に向け連携して取り組みを進めるもの
です。
　第一生命保険会社佐世保営業支社の浦部支社長は
「この協定を機に、地域の一員としてさらに地域の
皆さんのお役に立てるよう取り組んでいく」とあい
さつしました。
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　平戸文化センターの指定管理者である株式会社 
SOUND M FACTORYから平戸市へ収益の一部が
寄付され、市長室で道添代表取締役より黒田市長に
対し目録が贈呈されました。
　高齢者支援のために10万円、乳児検診などで使
用する沐浴人形とＬＥＤ照明ライト、乳児検診など
で利用される平戸文化センターファミリールームに
設置するエアコンが寄付されました。道添代表取締
役は「平戸文化センターが平戸の文化やスポーツ、
教育の向上に関わっていきたい」と話しました。

９ 高齢者・子育て支援のために２

　平戸市とゆかりの深いオランダから、新しい国際
交流員として、バオデワイン・ファーレグさん（以
下バオさん）が着任しました。バオさんは、オラン
ダのエーデ大学卒業後、ライデン大学で日本語を専
攻、ライデン大学在学時には、岡山大学や東北大学
にも留学し、日本語をはじめ日本文化を学びました。
　バオさんは、オランダ姉妹都市交流事業をはじめ、
学校訪問や市民講座など、平戸とオランダをつなぐ
架け橋として、市民の皆さんと積極的に関わり、業
務を行っていきます。

８ オランダとの架け橋として29

　

生きた英語を子どもたちへ

　児童生徒が生きた英語に慣れ親しみながら、英語
力向上を図るため平戸市に赴任した外国語指導助手
（ALT）が、市長室を訪れました。
　着任したのは、グレース・グリエゴさん（アメリ
カ出身）、アナ・マッカーシーさん（カナダ出身）、
ファビア・カンさん（カナダ出身）、ビクター・ダ
ディザさん（ニュージーランド出身）、ビクトリア・
ファーズドンさん（イギリス出身）の５人。
　英語の指導だけでなく、各国の文化を伝え児童生
徒の異文化理解を図る活動にも従事します。
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市内のアスリートが集結

　田平町民体育館で、平戸市民体育祭の総合開会式
が開催されました。
　選手を代表して、本市の国際交流員でバトミント
ン競技に出場した丁睿朗さんが、「スポーツは国境
を超えることを信じ、Faster,Higher,Stronger,To
gether（より速く、より高く、より強く、ともに）
の精神でプレーすることを誓います」と力強く選手
宣誓を行いました。
　今年は11月30日まで、市内各地で熱戦が繰り広
げられます。
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９ クジラの魅力に触って

　平戸市生月町博物館・島の館において、一般社団
法人日本鯨類研究所主催の企画展「クジラってどん
な生き物？」が開催されました。
　クジラの生態や持続可能な水産資源としての活用
法を紹介するパネル、長崎や佐世保の２社が製造し
ていた髭や歯、骨などを用いた工芸品などが展示さ
れました。
　また17日には「クジラ講座」が行われ、集まった
子どもたちは映像と展示のほか、骨で音を聴く体験
などで、クジラの生態について学びました。
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